
気象庁の予報によると、関東甲信地方の今年の６月は降水量が平年並か少

なく、平均気温が高くなる見込みです。特に６月前半は気温がかなり高くなる

見込みですので、早めに家畜の過ごしやすい環境を整え、夏季の生産性を維

持しましょう。

主な家畜の生産適温域は以下のとおりです。

家畜別 生産適温域 家畜別 生産適温域

泌乳牛 ５～２０℃ 育成牛 １０～２５℃

肉牛 ５～２５℃

繁殖豚 １０～２５℃ 肥育豚 １０～２５℃

採卵鶏 ２０～３０℃ 肉用鶏 １５～２５℃

＜暑熱対策の例＞

・遮光ネットやよしずによる日よけ

・屋根への遮熱材塗布、スプリンクラーの設置など

・換気扇、扇風機による送風、畜体への散水等
・清潔で冷たい水を十分に飲めるようにする
(給水器の数、流水量や水勢の確認やメンテナンスを！)
・牛の場合は、毛刈りの実施

適切な暑熱・ハエ対策を！
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ハエの対策も、発生が本格的になる前に実施しましょう。
ハエの発生源となる糞便を畜舎に溜めないことが大切です。また、堆肥舎で
は撹拌をきちんと行い、発酵促進してください。
蛆対策としてはIGRの散布、成虫には成虫用の壁塗布剤や直接散布剤など、
場合によって使い分けてください。


